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■大和田新田を巡る歴史散歩　八千代緑が丘駅改
札口集合。飲み物、雨具持参。６月７日㈯午後１
時30分～３時30分。当日は歩きやすい服装で参加。
申し込みは八千代市観光協会・高田 080-7270-
3200（公益事業補助金対象事業です）

ありがとうございました
　全建総連千葉建設労働組合八千代
支部様から、一般寄附金として３万
円の寄附をいただきました。

消費生活センター 483-1151（代表）
リサイクル •ガイド

●受け付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前９時～
正午・午後１時～５時。市内在住の人が対象です。企業・
営利団体は利用できません。
【ゆずって・有料】　▶大正琴（演奏用）／調律機、コ
ンポなど一式
上記の他に、市役所１階掲示板・市ホームページでもリ
サイクル品情報を紹介しています。

■「太陽光パネル・蓄電池」の共同購入の参
加者募集中　太陽光パネルの設置が電気代の
節約に繋がることを知っていますか？県では
「みんなのおうちに太陽光」キャンペーン実
施中。電気代の削減が期待でき、災害時にも
役立つ太陽光パネル・蓄電池を、みんなでお
トクに購入できる共同購入参加者を募集して
います。事業内容や参加登録方法は右下のコ
ードから確認してください　▶登録期間　９
月４日㈭まで　▶問い合わせ　みんなのおう
ちに太陽光☎0120-758-300 ▶受
付時間　午前10時～午後６時(土
曜・日曜、祝日を除く)
■精神障害者家族「対話の集い」　精神障害
者を身内に持つ家族を対象に「保健所の役割

と精神保健福祉について」をテーマにした対
話の集いを行います。５月22日㈭午後１時30
分～３時45分、プラッツ習志野（習志野市中
央公民館）北館集会室。申し込みは、電話ま
たはファクスで習志野八千代心の健康を守る
会　渡邊 453-6760へ
■自衛官（幹部候補曹）募集　20歳以上33歳
未満の人対象。受け付けは６月６日㈮まで。
試験日は６月14日㈯。問い合わせは自衛隊千
葉地方協力本部船橋出張所 047-475-2084
■ＳＴＯＰ ＴＨＥ 不法電波！　６月１日㈰
～10日㈫は、「電波利用環境保護周知啓発強
化期間」です。電波のルールはみんなで守り
ましょう。問い合わせは、総務省関東総合通
信局　▶不法無線局による混信・妨害☎03-
6238-1939　▶テレビ・ラジオの受信障害☎
03-6238-1945

ミニ・ガイド

東京国際フラ2025で団体１位・個人２位・個人３位
　３月23日に東京国際フォーラムで行わ
れた東京国際フラフェスティバル～ユニ
バーサルデザインフラ～で、八千代市
を中心に活動する八千代ハワイアン協
会が、カネカヒコ（男性古典）団体部
門で優勝、ケイキ（キッズ）ソロ部門
で個人２位、ティーンズ（10代）ソロ
部門で個人３位をそれぞれ受賞し、４
月２日に市長を表敬訪問しました。　
八千代ハワイアン協会の野中代表は、
「今回の受賞を機に、全身で表現する

フラをぜひ多くの人に知ってもらい、経
験してほしい」と語りました。
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■春の叙勲【瑞宝小綬章】 ▶検察事務功労　岡村稔（村上南） ▶税務行政事務功労　
後藤一誠（八千代台北） ▶関税行政事務功労　今野孝一（大和田新田） ▶財務行政事
務功労　山田孝仁（大和田新田） 【瑞宝双光章】 ▶警察功労　鶴岡義一（八千代台北） 
■危険業務従事者叙勲　【瑞宝双光章】　▶警察功労　飯塚富夫（村上南）・戸澤正志（八
千代台北） ▶防衛功労　吉田将（大和田新田）　【瑞宝単光章】 ▶警察功労　青田憲治
（八千代台東） ▶消防功労　菅野敏明（高津東）

おめでとうございます（敬称略）
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八千代台図書館が開館50周年を迎えました
　八千代台図書館は、昭和50年５月20日
に開館し、今年で50周年を迎えました。
地域の皆さんと共に歩んできた50年を振
り返ることができる、開館50年記念イベ
ントを５月29日㈭まで開催しています。
「八千代台と共に50年」では、開館当時

の八千代台地域の写真など、歴史を感じ
ることの
できる内
容を展示
していま
す。
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　４月７日、ＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機
構）の海外協力隊として、ボリビアへ派遣される
八千代市出身の柴田優稀さんが市長を表敬訪問し
ました。現地で２年間、保健師として保健に対す
る正しい知識の普及や啓発活動を通じて地域住民
の健康づくりに貢献します。
　柴田さんは、「現地で手に入る食材で日本食を
提供し、「いただきます」や「ごちそうさま」な
ど日本の食文化の概念を紹介したい。やっちや、
バラの美しさが魅力の京成バラ園なども PRした
い」と意気込みを語りました。

南米ボリビアで保健指導
� ＪＩＣＡ海外協力隊　柴田優稀さん
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